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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

始
ま
り
ま
す

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

マイナンバーは、一生使うものです。番号が漏えいし、不正に使われるおそれがある場合を除き、
一生変更されません。大切に扱いましょう。

マイナンバー制度の 3つのメリット

マイナンバーは、国民一人ひとりがもつ12けたの番号です

始まります
マイナンバー制度

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
は
、
住
民

票
を
有
す
る
全
て
の
人
に
一
人
一
つ
の
番
号

を
付
し
て
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の

分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、
複
数
の

機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の

情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
活
用

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
日
本
国
内
の
全
住
民

に
一
人
ひ
と
り
異
な
る
12
け
た
の
番
号
が
通

知
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
は
、
個
人

が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
住
所
地
や
生
年
月

日
な
ど
と
関
係
な
い
番
号
が
割
り
当
て
ら
れ

ま
す
。

●
行
政
等
で
の
手
続
き
が
簡
単
に

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
行
政
を
効
率
化
し
、

国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
公
平
か
つ
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
社
会
基
盤
で
あ
り
、
期
待

さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、
大
き
く
３
つ
あ
げ

ら
れ
ま
す
。　

　

１
つ
め
は
、不
正
を
防
止
し
、本
当
に
困
っ

て
い
る
人
に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
え
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
。
２
つ
め
は
、
添
付
書

類
の
削
減
な
ど
、行
政
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、

国
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
３

つ
め
は
、
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が
進
み
、
作
業

の
重
複
な
ど
の
無
駄
が
削
減
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
す
。

今
年
の
10
月
以
降
、
す
べ
て
の
住
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
、

平
成
28
年
1
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど
の

情
報
の
や
り
取
り
を
円
滑
に
し
、

行
政
の
手
続
き
を
簡
単
に
す
る
こ
と
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を
支
援
し
、

行
政
の
無
駄
を
な
く
す
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
？

M y  N u m b e r

所得やほかの行政サービス
の受給状況を把握しやすく
なります。
負担を不当に免れることや
不正な受給の防止に役立ち
ます。本当に困っている人
へきめ細やかな支援ができ
ます。

年金や福祉などの申請時に、
用意しなければならない書
類が減ります。
これにより、行政手続きも
簡素化され、皆さんの負担
が軽減されます。

行政機関や地方公共団体な
どをつなぐネットワークシ
ステムが整備され、行政事務
が効率化されます。
被災者台帳の作成などにマ
イナンバーを活用すること
で、迅速な行政支援が期待で
きます。

公正な社会の実現 手続きの簡素化 行政の効率化
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一
人
ひ
と
り
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
の
は
い
つ
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
い
つ
わ
か
る
の
？

個
人
番
号
カ
ー
ド
っ
て
何
？

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
た
書
類
の
提
出
や
さ
ま
ざ
ま
な

本
人
確
認
の
場
面
で
利
用
で
き
る
カ
ー
ド

で
す
。
個
人
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
平
成

28
年
1
月
以
降
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ほ

か
に
、
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
以
降
、
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
住
所
あ
て
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
紙
製
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
簡
易

書
留
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
住
民
票
の
世
帯
ご
と

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
住
民
票
と
異
な
る
と

こ
ろ
に
居
住
し
て
い
る
人
は
、
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
や
む
を
え
な
い

理
由
の
た
め
住
民
票
の
住
所
地
で
通
知

カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
６
ペ
ー
ジ
上
段
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
を
提

出
す
る
際
、
通
知
カ
ー
ド
だ
け
で
は
法
律

上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
本
人
確
認
は
完

了
で
き
ず
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
書
類
を

用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
な
ら
、
顔
写
真
が
あ
る
の
で
本
人

確
認
が
1
枚
で
完
了
し
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
る
の

は
、
券
面
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
、
住
所
、

個
人
番
号
な
ど
の
ほ
か
、
電
子
証
明
書
な

ど
に
限
ら
れ
ま
す
。
所
得
な
ど
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は
、
記
録
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

・
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申
請

・
印
鑑
登
録
証
な
ど
、
自
治
体
が
条
例
で

定
め
る
サ
ー
ビ
ス

・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
住
民
票
な
ど
の
証
明

書
の
取
得
が
可
能

※
こ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
道
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
個
人
番
号

カ
ー
ド
と
の
重
複
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
を
し
な
い
と
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
ら

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に

切
り
替
え
る
こ
と
で
利
便
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

●
書
留
の
中
身
を
確
認

　

通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申

請
書
と
返
信
用
封
筒
、
説
明
書

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請

①
郵
送
で
申
請
す
る
場
合

　

申
請
書
に
本
人
の
顔
写
真
を
貼
り
、
返

信
用
封
筒
で
郵
送

②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
す
る
場
合

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写
真
を
撮
影

し
、
所
定
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
請

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

　

平
成
28
年
1
月
以
降
、
本
人
が
市
町
村

の
窓
口
で
受
け
取
れ
ま
す
。受
け
取
る
際
、

次
の
3
つ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
通
知
カ
ー
ド

②
交
付
通
知
書

③
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

※
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
、
再
発

行
は
有
償
と
な
る
見
込
み
で
す
。
大
切
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、平
成
28
年
1
月
以
降
、

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お

い
て
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野

で
利
用
さ
れ
ま
す
。
社
会
保
障
・
税
・
災
害

対
策
の
分
野
の
手
続
き
で
、
申
請
書
等
へ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
社
会
保
障
関
係
の
手
続
き

・
年
金
の
取
得
や
確
認
、
給
付

・
雇
用
保
険
の
資
格
取
得
や
確
認
、
給
付

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
事
務

・
医
療
保
険
の
給
付
の
請
求

・
福
祉
分
野
の
給
付
、
生
活
保
護　

な
ど

●
税
務
関
係
の
手
続
き

・
税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告
書
、
届
出

書
、
法
定
調
書　

な
ど

・
都
道
府
県
・
市
町
村
に
提
出
す
る
申
告
書
、

給
与
支
払
い
報
告
書　

な
ど

●
災
害
対
策

・
防
災
・
災
害
対
策
に
関
す
る
事
務

・
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
給
付

・
被
災
者
台
帳
の
作
成
事
務　

な
ど

　

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
務
で
、

地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
定
め
る
事
務
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

4広報

例えば、次のような場面で使います

市役所

年金事務所

勤務先

毎年 6 月の児童手当の現況届の際に、
市町村にマイナンバーを提示します。

※法令で定められた手続きのために、行政機関や民間企業などへのマイナンバーの告知が必要と
なります。
※勤務先は、従業員やその扶養家族のマイナンバーおよび提出者のマイナンバーまたは、法人番
号を源泉徴収票等に記載して税務署や市町村に提出します。

厚生年金の請求の際に、年金事務所
にマイナンバーを提示します。

従業員や扶養家族のマイナンバーを
会社に提示します。

10 月以降全住民に通知カードが届きます

始まります
マイナンバー制度
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住
民
票
と
居
所
が
異
な
る
場
合
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
安
心
安
全
で
す

　

や
む
を
え
な
い
理
由
の
た
め
住
民
票
の

住
所
地
で
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
居
所
情
報
登
録
申
請

書
を
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
に
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
、
居
所
で
通
知
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、
住
所

地
以
外
の
居
所
へ
避
難
し
て
い
る
人

②
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
で
住
所
地
以
外
の
居
所

へ
移
動
し
て
い
る
人

③
医
療
機
関
・
施
設
等
へ
の
長
期
入
院
・

入
所
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
、
住
所
地
に
誰

も
居
住
し
て
い
な
い
人

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
安
心
・
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面

の
両
方
か
ら
個
人
情
報
保
護
の
措
置
を
講

じ
て
い
ま
す
。

制
度
面

・
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
収
集
・
保
管
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。

・
な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
収
集
す
る
際
に
は
本
人
確
認
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
を
、
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

（
第
三
者
機
関
）が
監
視
・
監
督
し
ま
す
。

・
法
律
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
を
、
従

来
に
比
べ
て
強
化
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
面

・
個
人
情
報
は
従
来
ど
お
り
、
年
金
の
情

報
は
年
金
事
務
所
、
税
の
情
報
は
税
務
署

な
ど
の
よ
う
に
分
散
し
て
管
理
し
ま
す
。

分
散
管
理
す
る
こ
と
で
、
芋
づ
る
式
の
情

報
漏
え
い
を
防
ぎ
ま
す
。

・
行
政
機
関
間
で
の
情
報
の
や
り
と
り
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接
使
い
ま
せ
ん
。

・
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
者
を
制

限･

管
理
し
、
通
信
す
る
場
合
は
暗
号
化

し
ま
す
。

・
平
成
29
年
1
月
か
ら
、「
情
報
提
供
等

記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
」が
稼
働
予
定
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
自
分
の
個
人
情
報

を
い
つ
、
誰
が
、
な
ぜ
提
供
し
た
の
か
、

不
正
・
不
適
切
な
照
会
・
提
供
が
行
わ
れ

て
な
い
か
を
自
分
で
確
認
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
安
全
性

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、

所
得
情
報
や
健
康
情
報
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
ま

せ
ん
。

・
万
一
、紛
失
・
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、

24
時
間
３
６
５
日
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
対
応

し
ま
す
。

　

平
成
28
年
1
月
以
降
、
税
や
社
会
保
障
の

手
続
き
（
源
泉
徴
収
票
の
作
成
手
続
き
、
健

康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
の
手
続
き
、

証
券
会
社
な
ど
が
行
う
、
配
当
金
等
の
法
定

調
書
の
提
出
な
ど
）
で
従
業
員
な
ど
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
の
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
等
に
つ
い
て
民
間
事
業

者
が
最
低
限
守
る
べ
き
こ
と
等
を
示
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
・
提
供
・
保
管
制

限
や
特
定
個
人
情
報
の
安
全
管
理
の
内
容
・

方
法
に
つ
い
て
、
全
従
業
員
へ
の
研
修
等
に

よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
理
解
と
遵
守
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

不
審
な
電
話
に
注
意
を

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
し
て
、
国

や
市
か
ら
電
話
な
ど
で
個
人
情
報
の
照

会
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
お

か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

1
1
0
番
通
報
す
る
か
、
最
寄
り
の
警

察
署
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
詳
し
く
確
認
し
た
い

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
扱
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
策
定
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（http://w

w
w
.ppc.go.jp/

legal/policy/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
最
新
情
報

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/

bangoseido/index.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
参
考

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

（https://tw
itter.com

/M
yN
um
ber PR

）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
問
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
全
国
共
通

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
0
5
7
0
‐
20
‐
0
1
7
8

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分
（
土
・
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
外
国
語
対
応
（
英
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
は
、

☎
0
5
7
0
‐
20
‐
0
2
9
1

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
通
話
料
が
か
か
り
ま

す
。

①
～
③
以
外
の
人
で
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
住
所
地
で
通
知
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

【
申
請
方
法
】申
請
書
を
記
入
の
う
え
、
必

要
書
類
を
添
え
て
、
住
民
票
の
あ
る
市
区

町
村
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
市
役
所
で

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

［
必
要
書
類
］

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

証
な
ど
）

・
居
所
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類（
入
院
・
入
所
証
明
な
ど
）

【
申
請
期
間
】8
月
24
日（
月
）
～
9
月
25

日（
金
）※
必
着

【
注
意
事
項
】

・
申
請
者
１
人
ご
と
に
1
枚
申
請
書
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
15
歳
未
満
の
人
や
法
定
代
理
人
が
い
る

人
は
、
保
護
者
や
法
定
代
理
人
の
人
が
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
15
歳
以
上
の

未
成
年
の
人
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

・
申
請
に
不
備
が
あ
る
場
合
な
ど
の
理
由

に
よ
り
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
市
か
ら
連
絡
を
し
ま
す
。

問
市
民
環
境
課
市
民
・
年
金
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
2
7
1
）

 

民
間
事
業
者
も
準
備
を

マイナンバーに対応した
人事給与などのシステム
開発や改修

マイナンバーの取り扱いには、個人情報保護法よりも厳格な保護措置を設けています。
※特定個人情報は、マイナンバーをその内容に含む個人情報のことです。
マイナンバーのガイドラインは、特定個人情報保護委員会のホームページ（http://www.ppc.
go.jp/）で確認できます。

マイナンバーを適正に扱
うための従業員規定や社
内規定作り

マイナンバーを含む個人
情報の安全管理措置の検
討

　10 月から、法人※には 1 法人 1 つの法人番号（13 桁）が指定され、登記上の所在地に
通知されます。マイナンバーと異なり、法人番号はどなたでも自由に利用できます。
※法人番号は、株式会社などの「設立登記法人」のほか、「国の機関」「地方公共団体」「その他
の法人や団体」に指定されます（法人の支店・事務所等や個人事業者には指定されません）。

法人には国税庁が法人番号を通知します

制度が始まるまでに準備をお願いします

特定個人情報の管理は、ガイドラインを踏まえた対応が必要

6広報

始まります
マイナンバー制度
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消
費
税
増
税
に
伴
う
措
置
と
し

て
、
対
象
者
に
臨
時
福
祉
給
付
金

を
給
付
し
ま
す
。

　

8
下
旬
に
、
臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
書
（
請
求
書
）
を
郵
送
し
ま

す
。給
付
の
対
象
と
な
る
か
を
確

認
の
う
え
、
市
臨
時
福
祉
給
付
金

業
務
室
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
平
成
27
年
1
月
1
日

時
点
で
え
び
の
市
に
住
民
登
録
が

あ
っ
た
人
で
、
平
成
27
年
度
分
の

市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
。た
だ
し
、「
住
民
税

制
度
に
お
け
る
課
税
者
の
被
扶
養

者
」「
生
活
保
護
の
受
給
者
」
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
で
他
の
市
区
町

村
か
ら
住
民
票
を
移
さ
ず
に
え
び

の
市
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
え
び

の
市
で
申
請
を
受
け
付
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。市
臨
時
福
祉
給
付

金
業
務
室
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
1
月
1
日
時
点
で
、

他
の
市
区
町
村
に
住
民
登
録
が

あ
っ
た
人
は
、
当
該
市
区
町
村
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
給
付
金
】
給
付
対
象
者
1
人
に

つ
き
６
０
０
０
円
（
1
回
限
り
）

※
今
年
度
は
、
年
金
受
給
者
等
へ

の
加
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地域 日付 会場 対象地区 時間
加久藤 10月5日（月） 市役所本庁1階1-1会議室 加久藤

午前9時～

午後6時30分

飯野南部
飯野東部

10月6日（火） 飯野地区コミュニティセンター駅
前分館

堀浦・下大河平・杉水流・東原田・南原田
10月7日（水） 上大河平・五日市・駅前・中原田・上原田

飯野北部
10月8日（木）

飯野地区コミュニティセンター
麓・苧畑・大明司・高野・片馬場

10月9日（金） 町・坂元・前田・山内

真幸
10月14日（水）

真幸地区体育館集会室

南昌明寺・東内竪・西内竪・溝ノ口・京
町・上向江・下浦・上浦・上島内

10月15日（木） 水流・北昌明寺・中内竪・北岡松・南岡
松・亀沢・柳水流・中浦・下島内・西川北

上江 10月16日（金） 上江地区コミュニティセンター 上江地区

○臨時福祉給付金申請受付日程表

【
申
請
受
付
期
間
】9
月
1
日（
火
）

～
平
成
28
年
2
月
1
日
（
月
）

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有

効【
場
所
】
市
臨
時
福
祉
給
付
金
業

務
室
（
市
役
所
本
庁
別
棟
2
階
２

‐
3
会
議
室
）

●
地
域
で
の
受
け
付
け

　

給
付
金
の
申
請
は
、
地
域
で
も

受
け
付
け
ま
す
。受
付
日
等
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

問
市
臨
時
福
祉
給
付
金
業
務
室

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
７
９
・
４
２
５
・
４
２
６
）

え
び
の
市
の
未
来
を
み
ん
な
で
考
え
る

地
方
版
総
合
戦
略
策
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
国
の
「
地
方
創
生
」

の
取
り
組
み
に
伴
い
、
人
口
減
少

お
よ
び
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に

対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
平
成
27
年
度
中
に
、
今
後

５
か
年
の
目
標
や
具
体
的
施
策
を

提
示
す
る
「
市
町
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
地
方
版

総
合
戦
略
）」
を
策
定
し
ま
す
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
向

け
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
会
議
」

の
設
置
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
推
進
会
議
で
は
、
学
識
経

験
者
や
公
募
で
集
ま
っ
た
市
民
17

人
が
、
総
合
戦
略
策
定
お
よ
び
推

進
に
関
す
る
こ
と
や
総
合
戦
略
策

定
後
の
取
組
状
況
の
検
証
な
ど
を

話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　

7
月
27
日
、市
役
所
本
庁
で「
第

1
回
え
び
の
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
推
進
会
議
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
委
員
へ
の

委
嘱
状
の
交
付
後
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　

会
長
に
は
、
飯
野
高
校
の
塚
本

讓
二
校
長
、
副
会
長
に
は
、
え
び

の
市
観
光
協
会
の
西
田
健
事
務
局

長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

塚
本
讓
二
会
長
は
「
各
方
面
か

ら
出
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
集
約

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
28
日
に
は
、
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
公
募
な

ど
で
集
ま
っ
た
市
民
約
50
人
が
参

加
。
え
び
の
市
の
魅
力
や
課
題
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
川
野
知
恵
美
さ
ん
は

「
大
好
き
な
え
び
の
市
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
、
た
く
さ
ん
意
見
を

出
し
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
２
１
）

まち・ひと・しごと創生推進会議の様子

委嘱状を受け取る塚本会長

ワークショップではえびのの魅力や課題を出し合いました

受
付
期
間
内
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

臨
時
福
祉
給
付
金
の
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

●申請手続き方法
①8月下旬に、臨時福祉給付金申請書（請求
書）を郵送します。
支給対象者は必要事項を記入し、押印のう
え、市臨時福祉給付金業務室に提出ください。

⇩

【提出方法】同封の返信用封筒（切手不要）
で郵送または、給付金申請受付会場（市役所
本庁別棟2階）に直接持参ください。
※10月上旬から、下表の地区会場でも申請
を受け付けます。

⇩

② 10 月以降、申請書を審査後、給付要件を
満たす人に、支給決定通知書を送付します。
10 月以降、指定口座に振り込みます。
給付要件を満たしていなかった人には、「対
象外通知書」または「不支給決定通知書」
を送付します。

○給付金詐欺にご注意ください
　臨時福祉給付金の給付を装った、「振
り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に注
意してください。不審な電話があったり、
不審な郵便物が届いたりしたときは、え
びの警察署（☎ 33-0110）、警察相談専
用電話（☎＃ 9110）か市臨時福祉給付
金業務室まで連絡ください。
※市や厚生労働省などが、銀行・コンビ
ニなどの ATM（現金自動預け払い機）の
操作を依頼して、現金を振り込んでもら
うことや、給付金の給付のために、手数
料の振り込みを求めることは、絶対にあ
りません。
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日々の訓練の成果を披露しました

　

7
月
12
日
、
池
島
地
区
の
水
辺

の
楽
校
で
平
成
27
年
度
え
び
の
市

消
防
団
夏
季
点
検
・
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市

内
各
地
区
の
消
防
団
32
カ
部
が
参

加
し
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
・
ポ

ン
プ
自
動
車
・
小
型
ポ
ン
プ
積
載

車
の
部
に
分
か
れ
て
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
競
技
に

臨
み
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
消
防
団
員
は
、
仕
事

が
終
わ
っ
た
後
や
早
朝
な
ど
に
集

ま
り
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
訓
練

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
優
勝
、
準

優
勝
し
た
部
は
、
7
月
26
日
、
西

諸
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

●
え
び
の
市
操
法
大
会
結
果

　

優
勝
、
準
優
勝
部
を
紹
介
し
ま

す
。

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

［
優
勝
］3
分
団
10
部（
上
浦
）

［
準
優
勝
］3
分
団
3
部（
中
浦
）

【
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
】

［
優
勝
］3
分
団
1
部（
京
町
、
上

向
江
）

［
準
優
勝
］２
分
団
７
部（
中
島
）

【
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
】

［
優
勝
］3
分
団
７
部（
下
島
内
）

［
準
優
勝
］３
分
団
２
部（
水
流
、

つ
な
ぐ
連
携
、よ
り
確
実
に

え
び
の
市
消
防
団
夏
季
点
検
・
操
法
大
会

東
・
中
内
竪
、
南
・
北
昌
明
寺
）

●
西
諸
操
法
大
会
結
果

　

え
び
の
市
消
防
団
の
入
賞
部
を

紹
介
し
ま
す
。

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

［
3
位
］3
分
団
10
部

【
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
】

［
優
勝
］3
分
団
1
部

［
準
優
勝
］2
分
団
7
部

【
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
】

［
優
勝
］３
分
団
７
部

［
準
優
勝
］3
分
団
2
部

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

市
民
の
交
通
安
全
を
確
保

え
び
の
市
交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式

　

7
月
30
日
、市
役
所
本
庁
で「
え

び
の
市
交
通
指
導
員
」
委
嘱
状
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
指
導
員
は
、
市
民
の
交
通
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
え
び
の
警

察
署
長
、
え
び
の
地
区
交
通
安
全

協
会
長
の
推
薦
を
受
け
て
、
市
長

が
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
市
内
各

地
の
横
断
歩
道
な
ど
で
の
交
通
指

導
や
交
通
安
全
思
想
の
普
及
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

委
嘱
状
の
交
付
に
あ
た
り
、
村

岡
市
長
は
、「
現
在
日
本
全
国
で

推
進
さ
れ
て
い
る
地
方
創
生
に
関

す
る
取
り
組
み
も
、
地
域
の
安
全

が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
す
。
え

び
の
市
の
交
通
安
全
の
た
め
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

福
満
義
秀
指
導
員
は
「
今
年
に

入
っ
て
す
で
に
、
交
通
死
亡
事
故

が
4
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
交

通
指
導
員
と
し
て
の
自
覚
、
責
任

を
持
ち
、
関
係
機
関
と
協
力
し
合

い
、
安
心
・
安
全
な
え
び
の
市
を

目
指
し
て
尽
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

企業訪問では作業過程などを見学します

締結式後、握手を交わす村岡市長と朝長支店長

　

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
飯
野

高
校
の
3
年
生
を
対
象
に
企
業
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
校
で
は
、
地
元
就
職
を
希
望

す
る
生
徒
が
地
元
で
操
業
し
て
い

る
企
業
の
具
体
的
な
仕
事
の
内
容

や
職
場
環
境
を
知
る
機
会
が
少
な

い
状
況
で
す
。
企
業
訪
問
は
、
工

場
見
学
等
を
と
お
し
て
企
業
を
深

く
理
解
し
、
地
元
で
の
就
職
意
欲

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

7
月
29
日
、
同
校
3
年
生
25
人

　

７
月
23
日
、
市
と
西
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社
宮
崎
支
店
は
、
特

設
公
衆
電
話
の
設
置
･
利
用
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
際
、
避
難
所
へ
避
難
し
た

人
に
速
や
か
に
連
絡
手
段
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
締
結
し

た
も
の
で
す
。
協
定
で
は
、
市
内

の
避
難
所
21
か
所
に
特
設
公
衆
電

話
を
設
置
し
ま
す
。

　

締
結
式
で
市
長
は
「
市
民
に

と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、

地
元
企
業
へ
の
就
職
を
支
援

災
害
時
の
連
絡
手
段
を
提
供

飯
野
高
校
生
が
企
業
訪
問

特
設
公
衆
電
話
の
設
置
・
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結

を
対
象
に
市
内
2
社
の
企
業
訪
問

を
行
い
ま
し
た
。訪
問
し
た
の
は
、

同
校
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
昭
南
ハ

イ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
加
久
藤
工

場
と
株
式
会
社
シ
ャ
ン
テ
ィ
宮
崎

工
場
の
2
社
で
す
。

　

安や
す
か
た縣
亮
平
さ
ん
（
普
通
科
）
は
、

「
今
回
の
企
業
訪
問
を
機
に
地
元

で
の
就
職
を
真
剣
に
考
え
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
3
３
）

力
強
い
サ
ポ
ー
ト
と
な
り
ま
す
」。

朝と
も
な
が長
和
彦
宮
崎
支
店
長
は
、「
大

規
模
災
害
時
等
の
連
絡
手
段
の
確

保
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
災
害
時

で
も
つ
な
が
り
や
す
い
電
話
を
自

治
体
と
連
携
し
て
設
置
し
て
、
地

域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

名　前 地　域 初年委嘱
福満 義秀 飯野地区 平成13年4月１日
津曲 健一 加久藤地区 昭和56年7月1日
田口 道子 飯野地区 平成18年10月1日
福元 三重子 真幸地区 平成23年3月1日
濱田 喜八郎 飯野地区 平成25年7月1日
溝口 一郎 真幸地区 平成25年7月1日
有高 美千子 飯野地区 平成25年7月1日
久保 政博 飯野地区 平成27年7月1日

○えびの市交通指導員名簿

委嘱状交付式には 7 人が出席しました
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7
月
24
日
、
飯
野
小
学
校
で
、

え
び
の
市
管
工
事
協
同
組
合
青
年

部
の
9
人
が
、
設
備
の
点
検
・
修

繕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま

し
た
。青
年
部
が
単
独
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
う
の
は
、
今
回
が
初

め
て
で
す
。

　

部
員
は
、
ト
イ
レ
や
校
舎
の
屋

根
、
手
洗
い
場
な
ど
の
設
備
を
点

検
。必
要
に
応
じ
て
修
繕
を
行
い

ま
し
た
。

　

徳
重
俊
幸
部
長
は
「
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
良
い
環
境
で
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
8
日
、
商
工
会
工
業
部
会

の
会
員
8
人
が
、
福
祉
作
業
所
内

に
あ
る
庭
木
の
せ
ん
定
作
業
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
各
施
設
を
利

用
す
る
人
た
ち
に
快
適
に
使
っ
て

も
ら
お
う
と
毎
年
2
回
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
同
会
員
は
、
高
所

作
業
車
を
使
い
、
日
ご
ろ
は
手
の

届
か
な
い
高
い
木
の
枝
を
落
と
し

ま
し
た
。

　

鬼
脇
千
代
子
所
長
は
「
高
い
木

の
枝
を
落
と
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
15
日
、
上
浦
の
澤
原
八
坂
神
社

で
「
棒
踊
り
・
鎌
踊
り
」
の
奉
納
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

上
浦
地
区
で
は
、
毎
年
こ
の
日
に
、

稲
の
豊
作
や
家
畜
の
無
病
息
災
な
ど
を

願
っ
て
、
こ
の
「
棒
踊
り
・
鎌
踊
り｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。
鎌
踊
り
に
は
、
岡

管工事協同組合青年部が点検・修繕

専門の技術でボランティア
商工会工業部会がボランティア

きれいになった施設で快適に

力強い踊りで五穀豊穣
上浦地区伝統芸能「棒踊り・鎌踊り」

元
小
学
校
の
児
童
19
人
が
、
棒
踊
り
に

は
、
保
存
会
青
年
部
の
19
人
が
踊
り
手

と
し
て
参
加
。
息
の
合
っ
た
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

藤
嶋
蓮れ

ん

さ
ん（
同
小
6
年
生
）は「
練

習
ど
お
り
に
踊
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

7
月
29
日
、
飯
野
高
校
で
、「
え

び
の
市
中
学
校
集
合
学
習
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
4
つ
の
中
学
校

の
3
年
生
に
、
郷
土
へ
の
誇
り
と

自
信
を
育
み
、
進
学
意
欲
を
高
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
飯
野
高
校

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

学
習
会
に
は
、
市
内
の
中
学
3

年
生
１
７
０
人
が
参
加
。
飯
野
高

校
の
教
諭
に
よ
る
授
業
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
先
輩
と
の
意
見
交
換
会

や
部
活
動
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

7
月
18
日
、
京
町
川
内
川
河
川
敷
で

「
第
19
回
え
び
の
市
京
町
温
泉
夏
祭
り

花
火
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
京
町
温
泉
花
火
大
会
実
行
委
員
会

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

花
火
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
約

7
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
会
場
に

えびの市中学校集合学習会

進学への意欲を高める

夜空を彩る5千発の花火
えびの市京町温泉夏祭り花火大会

は
、多
く
の
露
店
が
出
店
。特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
保
育
園
児
に

よ
る
ダ
ン
ス
の
披
露
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
火
打
ち
上
げ
で
は
、
５
０
０
０
発

の
花
火
が
見
物
客
を
圧
倒
。
会
場
内
は

歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

8
月
1
日
、
文
化
の
杜（
市
文

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
）で「
夏
だ
！
祭

り
だ
！
文
化
の
杜
の
お
さ
ん
ぽ
マ

ル
シ
ェ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
文
化
の
杜
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
え
び
の
市
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
指
定
管
理
者
で
あ
る
図
書

館
流
通
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
市
内
外
か
ら
来

場
し
た
約
４
０
０
人
は
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は「
楽
し
か
っ
た

で
す
。
来
年
も
あ
れ
ば
、
ま
た
来

た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夏だ！祭りだ！文化の杜のおさんぽマルシェ

文化の杜で夕涼み
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え
び
の
に
6
人
の
温
泉
ソ
ム
リ
エ

　
「
訪
れ
た
お
客
さ
ん
に
、
温
泉
の
効
能
や
適
切
な

入
り
方
を
知
る
こ
と
で
少
し
で
も
多
く
温
泉
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
」と
話
す
の
は
、
温
泉
ソ
ム

リ
エ
の
黒
松
由
美
さ
ん
で
す
。

　

温
泉
ソ
ム
リ
エ
は
、
温
泉
を
楽
し
む
た
め
の
温
泉

の
安
全
な
入
り
方
や
、
体
調
や
気
分
に
合
わ
せ
た
入

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

温
泉
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取
る
に
は
、
温
泉
ソ
ム

リ
エ
認
定
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
京
町
温
泉
街
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、
温
泉
宿
の

若
お
か
み
な
ど
6
人
で
、
6
月
に
鹿
児
島
県
霧
島
市

日
当
山
温
泉
郷
で
行
わ
れ
た
温
泉
ソ
ム
リ
エ
協
会
主

催
の
温
泉
ソ
ム
リ
エ
認
定
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
適
切
な
お
湯
の
入
り
方
や
温
泉
の

効
能
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
」

　

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
、
温
泉
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
無

事
取
得
。
接
客
の
仕
方
に
も
変
化
が
現
れ
ま
す
。「
温

泉
を
訪
れ
た
お
客
さ
ん
に
、
お
湯
の
成
分
を
尋
ね
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
温
泉
ソ
ム
リ
エ
に
な
る
前

は
、
効
能
を
た
だ
話
す
だ
け
で
し
た
。
今
は
お
客
さ

ん
の
体
調
な
ど
を
聞
き
、
お
勧
め
の
入
り
方
を
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
な
ど
、
お
客
さ
ん
と
の
会
話
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

温
泉
の
効
能
を
自
分
で
体
感

　

温
泉
の
成
分
表
を
毎
日
欠
か
さ
ず
確
認
し
て
い
る

京町温泉に活気を戻したい

そ
う
で
す
。「
温
泉
に
含
ま
れ
る
成
分
は
、
そ
の
量

に
よ
っ
て
、
肌
の
保
湿
効
果
や
湯
あ
た
り
し
な
い
な

ど
の
特
徴
を
持
ち
ま
す
。
温
泉
の
効
能
を
学
ぶ
う
ち

に
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
温
泉
の
魅
力
を
伝
え

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

温
泉
に
関
す
る
知
識
を
広
め
た
い
と
い
う
黒
松

さ
ん
。「
ほ
か
の
温
泉
の
効
能
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
、

一
緒
に
温
泉
ソ
ム
リ
エ
に
な
っ
た
お
か
み
さ
ん
た
ち

と
、
月
に
1
度
は
集
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
集

ま
り
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
の
温
泉
の
成
分
表
を

持
ち
寄
っ
て
、
成
分
の
比
較
を
行
い
ま
す
。
同
じ
温

Profile

くろまつゆみ／京町／
35 歳／趣味：手芸

温
泉
ソ
ム
リ
エ　

黒
松
由
美 

さ
ん

泉
郷
内
に
あ
っ
て
も
、
成
分
表
を
見
る
と
細
か
い
違

い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
温
泉
に
は
、
ど
の
成
分
が
多

く
て
、
ど
う
い
う
効
能
が
あ
る
か
な
ど
を
指
摘
し
合

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

勉
強
に
な
り
ま
す
」

　

温
泉
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
の
腕
を
磨
く
た
め
に
、
京

町
温
泉
の
温
泉
巡
り
も
重
要
で
す
。「
各
温
泉
施
設

を
巡
り
、
成
分
表
を
確
認
し
、
温
泉
に
浸
か
っ
て
そ

の
特
徴
を
体
感
し
ま
す
。
自
分
が
体
感
し
た
こ
と
の

な
い
お
湯
を
、
お
客
さ
ん
に
正
し
く
伝
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
」と
黒
松
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

お
客
さ
ん
に
満
足
し
て
も
ら
い
た
い

　
「
ま
ず
は
、
自
分
の
温
泉
の
成
分
や
そ
の
効
能
を

し
っ
か
り
と
知
識
と
し
て
習
得
し
、
お
客
さ
ん
に
満

足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
完
ぺ
き
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」

　

京
町
温
泉
に
は
、
多
く
の
温
泉
施
設
が
あ
り
ま
す
。

「
お
客
さ
ん
に
、『
京
町
温
泉
で
は
、
ほ
か
に
こ
ん
な

温
泉
も
楽
し
め
ま
す
よ
』と
、
他
の
温
泉
施
設
も
お

勧
め
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
こ
う
い
う
活

動
が
、
京
町
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
い
で

す
」と
微
笑
み
ま
す
。
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毎日がんばる自分自身に、
たまには「ご褒美」しま

せんか。
　この本では、好きなことを
する、自分だけの時間をつく
るなど、暮らし上手な人の「自
分らしい時間」の過ごし方を
紹介しています。
　特に「夜のご褒美のレシピ」
は、晩酌の盛んなえびのでは
必見です。作り置きのアテが、
一日の終わりの一杯を特別な
ものに変えてくれるはずです。

暮らし上手の自分にご褒美

ttkk ／著
（枻出版社）

むんむんむしむしあつい
夏。4百 万 匹 の ハ チ の

大群がチクチク村に飛んでき
ました。村じゅうハチだらけ
で大さわぎ。村の人たちは集
まってどうしたらいいか話し
合いました。村をあげて巨大
なジャムサンドをつくること
に。ハチの群れを退治するこ
とはできたのでしょうか。
　この本を読むとジャムサン
ドが食べたくなる、そんな一
冊です。

ジャイアント・ジャム・サンド

ジョン・ヴァーノン・ロード
（アリス館）

◎イベント
「ハッピー！シニアデー」

●日時＝9月6日（日）午後1時30分～午後3時30分
●場所＝学習室（参加料は無料）
●定員＝先着20人　※事前に申し込む必要があります。
●内容＝9月21日（敬老の日)に合わせて、おじいちゃん、
おばあちゃんへのプレゼントを作ります。

土曜シネマ
●日時＝9月19日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室（参加料は無料）
●内容＝「ハンコック（日本語吹替え）」
※内容は、変更になる場合があります。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「リバース」　湊 かなえ 著　講談社
○「家事で脳トレ」　加藤俊徳 著　主婦の友社
○「似ている英語」　おかべ たかし 著　東京書籍
○「若年性アルツハイマーの母と生きる」　岩佐まり 著
○「いけるね!シカ肉おいしいレシピ60」　松居賢一 著

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「自衛隊
官舎→麓橋団地」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉
センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎9月のスケジュール
月間行事 霧島ジオパーク展（9月29日～ 10月9日）

2 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
4 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
5 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
6 日 ハッピー！シニアデー 13：30 ～ 15：30
7 月 休館日
9 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15

10 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
11 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
12 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
14 月 休館日
16 水 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
18 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
19 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
24 木 休館日
25 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パン・野菜・手芸品等の販売 10：00 ～ 11：00
26 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
28 月 休館日
30 水 休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15

辞
書
引
く
も
五
十
音
よ
り
読
み
返
す

ひ
と
文
字
ま
で
の
遠
き
道
の
り

栗
下
　
中
野
桂
子

　
長
い
梅
雨
も
や
っ
と
上
り
酷
暑
の
盛
夏
の
中

で
、
一
文
字
づ
つ
辞
書
を
引
き
な
が
ら
好
な
短

歌
の
詠
つ
く
り
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ふ
と
こ
れ
ま
で
の
過
ぎ
来
し
方
。明
日
へ
の
道

程
を
思
う
作
者
が
居
る
。「
遠
き
道
の
り
」
の
句

に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。心
象
の
詠
で
す
ば

ら
し
い
。
　
　
　
　
　   

　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌連

絡
船
一
点
と
な
り
夏
の
果

中
島
　
川
原
伊
津
子

　
視
界
か
ら
ま
さ
に
消
え
よ
う
と
す
る
一
瞬
、

し
ば
し
旅
情
に
ひ
た
り
ま
す
。
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩梅

雨
晴
れ

中
島
　
根
本
風
柳

水
た
ま
り

下
駄
で
飛
び
越
す

は
だ
か
の
子

即
興
の

う
た
い
慣
れ
た
る

蝉
し
ぐ
れ

雷
な
り
て

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

逃
げ
ま
ど
う

檻
の
犬

主
人
の
ゆ
か
た

敷
き
座
る

●鶏 のチーズ巻き

【紹介者】厚澤アンネグレーテさん

鶏肉のあっさりした味わいとチーズの濃厚さが絶妙な一品

レシピ

【材料】（4人分）
鶏のササミ 4本、ホウレン草 
100g、モッツァレラチーズ 
125g、オリーブオイル 大さ
じ2、ハーブソルト 適量

【作り方】
① サ サ ミ を た た い て 1 ㎝ く ら い の 厚 さ に 伸 ば
し 、 ハ ー ブ ソ ル ト で 味 を つ け る 。
② ほ う れ ん 草 を さ っ と ゆ で 、 適 当 な 長 さ に 切
る 。
③ ② と チ ー ズ を 、 サ サ ミ の 上 に の せ 、 ハ ー ブ
ソ ル ト を 全 体 に 振 り 味 を つ け る 。
④ ③ を 端 か ら 巻 い て つ ま よ う じ で と め 、 さ ら
に ハ ー ブ ソ ル ト で 味 を 整 え る 。
⑤ フ ラ イ パ ン に オ リ ー ブ オ イ ル を 熱 し 、 ④ を
き つ ね 色 に な る ま で 焼 く 。
⑥ 弱 火 に し 、 ふ た を し て 全 体 に 火 を 通 す 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
国

際
料
理
教
室
で
作
っ
た

「
鶏
の
チ
ー
ズ
巻
き
」で
す
。

　

鶏
の
チ
ー
ズ
巻
は
、
鶏
肉
の

あ
っ
さ
り
と
し
た
味
わ
い
と
、

チ
ー
ズ
の
濃
厚
な
味
わ
い
が
絶

妙
な
一
品
で
す
。く
せ
の
少
な
い

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
を
使
う

こ
と
で
、
よ
り
あ
っ
さ
り
し
た
味

わ
い
に
な
り
ま
す
。
具
材
は
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
だ
け
な
の
で
、
ヘ
ル

シ
ー
な
仕
上
が
り
に
な
り
ま
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
鶏
肉
を

伸
ば
す
時
に
、
た
た
き
す
ぎ
な

い
こ
と
で
す
。た
た
き
す
ぎ
る
と
、

鶏
肉
が
薄
く
な
り
、
巻
く
時
に
や

ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
ゆ
で

過
ぎ
な
い
こ
と
で
す
。ゆ
で
過
ぎ

る
と
、柔
ら
か
く
な
り
、シ
ャ
キ
ッ

と
し
た
歯
ご
た
え
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.86
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7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

　

え
び
の
市
で
は
、
高
血
圧
で
治
療
し

て
い
る
人
の
割
合
が
高
く
、
県
平
均
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

血
圧
が
高
く
て
も
、
多
く
の
場
合
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
放
置

さ
れ
が
ち
で
す
。高
血
圧
の
ま
ま
放
っ

て
お
く
と
、
血
管
に
強
い
負
担
が
か

か
っ
て
血
管
が
傷
つ
き
、
弾
力
性
が
な

く
な
っ
た
り
、
内
壁
が
狭
く
な
っ
た
り

す
る
動
脈
硬
化
が
進
行
し
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な

ど
命
に
か
か
わ
る
病
気
に
つ
な
が
り
や

②
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
野
菜
や
果
物

を
積
極
的
に
食
べ
る
。※
カ
リ
ウ
ム
は

余
分
な
塩
分
を
尿
と
一
緒
に
排
出
し
、

血
圧
を
下
げ
る
働
き
を
持
つ
。

③
揚
げ
物
や
脂
身
の
多
い
肉
中
心
の
食

事
か
ら
、
魚
や
大
豆
製
品
中
心
の
食
事

に
変
え
る
。

④
1
日
3
食
規
則
正
し
く
食
べ
る
（
朝

食
を
し
っ
か
り
と
る
）。

⑤ 

外
食
の
回
数
を
減
ら
す
。

⑥ 

お
酒
は
適
量
を
守
る
。1
日
の
適
量

は
、
焼
酎
25
度
な
ら
1
0
0
㏄
、
ビ
ー

ル
や
酎
ハ
イ
な
ら
5
0
0
㏄
で
す
。

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

藤
嶋
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

食
習
慣
改
善
で
高
血
圧
予
防
！ 

血
圧
シ
リ
ー
ズ
⑦

す
い
た
め
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
基

準
値
の
範
囲
内
で
も
、
も
う
少
し
で
基

準
値
を
超
え
そ
う
な
場
合
や
年
々
高
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

日
ご
ろ
の
食
生
活
を
見
直
し
、
次
の

食
習
慣
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
取
り

組
み
、
高
血
圧
の
予
防
・
改
善
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

●
食
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
塩
は
控
え
め
に
、
薄
味
を
心
が
け

る
。
※
塩
分
摂
目
標
取
量
は
、
1
日
に

男
性
8
グ
ラ
ム
、
女
性
7
グ
ラ
ム
未
満
。

精
神
的
な
負
担
が
か
か
っ
た
り
と
い
っ

た
問
題
点
も
多
く
あ
り
ま
す
。問
題
の

解
決
へ
向
け
て
男
女
が
協
力
し
合
い
、

支
え
あ
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
へ
の
意
識
を
一
人
ひ
と

り
が
高
め
、
今
ま
で
主
に
女
性
が
担
っ

て
き
た
介
護
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

で
、
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
近
づ
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
介
護
は
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
」

と
い
う
価
値
観
を
広
め
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
を

　

近
年
、
日
本
で
は
高
齢
化
が
急
速
に

進
み
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。在
宅
で
の
介
護
を

行
っ
て
い
る
人
の
約
７
割
は
、
女
性
が

占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
人
々
の
意
識
の
中
で
「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
や
「
男
は
主
、
女

は
従
」「
介
護
は
女
性
、
仕
事
は
男
性
」

な
ど
の
よ
う
に
、
長
い
歴
史
の
中
で
作

ら
れ
た
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
が

強
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

共
働
き
家
庭
が
増
加
し
て
い
る
今
、

介
護
と
仕
事
の
両
立
の
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
、「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」
と

い
っ
た
性
別
に
よ
る
固
定
的
性
別
役
割

分
担
意
識
を
解
消
す
る
こ
と
で
す
。男

女
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
生
か
し

て
、
介
護
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

介
護
は
、
人
ご
と
で
も
特
別
な
こ
と

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。い
つ
で
も
自
分
の

身
の
周
り
で
介
護
が
必
要
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

細
か
い
気
配
り
を
要
求
さ
れ
た
り
、

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y  

　

え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

年
2
回
（
春
、
秋
ご
ろ
）、
在
宅
介
護
者

の
つ
ど
い
「
和
み
の
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、
自
宅
で
介
護
し
て
い
る

人
が
、
同
じ
経
験
を
持
つ
介
護
者
同
士

で
日
ご
ろ
の
悩
み
や
体
験
を
共
有
し
あ

い
、
悩
み
や
介
護
疲
れ
を
癒
し
て
も
ら

お
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
和
み
の
会
の
ほ
か
に
、
男

性
介
護
者
限
定
の
バ
ス
ハ
イ
ク
や
桜
の

花
見
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

前
回
参
加
し
た
人
や
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
の
呼
び
か
け
、
介
護
手
当
て

の
支
給
案
内
時
に
文
書
を
同
封
す
る
な

ど
、
市
役
所
等
の
福
祉
の
窓
口
で
案
内

を
行
っ
て
い
ま
す
。
介
護
の
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
、
介
護
者
フ
レ
ン
ド
を
作
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。介
護
度

等
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

　

介
護
と
一
言
で
い
っ
て
も
奥
が
深
く
、

先
が
見
え
な
い
の
が
現
実
で
す
。介
護
を

一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
い
、
介
護
疲
れ

か
ら
重
大
な
問
題
等
に
発
展
す
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
少
し
で
も
介
護
疲
れ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
未
然
に
介
護
者
の
心
に

寄
り
添
い
な
が
ら
と
も
に
向
き
合
え
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
０
０
６
６
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

　

文
：
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い「
和
み
の
会
」

巧妙化する手口に注意を

9 月 9 日は「救急の日」

日本では、9 月 9 日は「救急の日」として定めら
れています。「救急の日」は、救急医療および

救急業務に対する皆さんの正しい理解と認識を深め、
救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に昭
和 57 年に定められました。以来、毎年 9 月 9 日を「救
急の日」とし、この日を含む１週間「救急医療週間」
としています。
　全国的に、救急車の出場件数の増加や、「軽い症状
でも救急車の要請をする」「タクシー代わりに救急車
を呼ぶ」など利用者のマナーが問題となっています。
マナーを守り、救急車の適正な利用をお願いします。
詳しくは、消防庁のホームページをご覧ください。

振 り 込 め 詐 欺 や 還 付 金 詐 欺 な ど の 被 害 が あ
と を 絶 ち ま せ ん 。最 近 の 詐 欺 の 手 口 は 、被

害 者 に 金 融 機 関 の 窓 口 で 払 い 戻 す 口 実 と し て
「 葬 儀 に 必 要 な お 金 」「 自 動 車 を 買 う た め の お

金 」な ど と 言 わ せ 、金 融 機 関 の 職 員 が 不 審 に 思
わ な い よ う 仕 向 け ま す 。さ ら に 、喪 服 で 行 か せ
た り 、自 動 車 の パ ン フ レ ッ ト を 持 っ て 行 か せ た
り す る な ど 手 口 は 巧 妙 化 し て い ま す 。
　「 金 融 機 関 か ら 多 額 の お 金 を 払 い 戻 し さ せ
る 」「 宅 配 便 や 郵 便 を 利 用 し て 現 金 を 送 ら せ る 」

「 現 金 を 第 3 者 が 受 け 取 り に 来 る 」「 現 金 を 東 京
な ど に 持 っ て 来 さ せ る 」な ど は ほ ぼ 詐 欺 で す 。
必 ず 警 察 に 相 談 し て く だ さ い 。

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 7件
救 急 75件 年 計 553件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 11件 本年累計 59件
物 件 21件 本年累計 192件

介護者同士で日ごろの悩みや介護疲れを癒します

中部在宅介護支援セン
ター職員
坊野美智子（ぼうのみ
ちこ）さん
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平成27年度結核検診（飯野地区）
を実施します

　市では、平成27年度結核検診（飯野地区）を行います。
【対象者】65歳以上の全市民。対象者には実施通知書を送

付します。ただし、以下の①～④に該当する人で、市役所に
申出をしている人には実施通知書は送付していません。
①職場で受診する人
②入院中や病気療養中または歩行困難で受診できない人
③最近3か月以内に病院等で胸部レントゲン検診を受診し
た人
④肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申込みをし
ている人
※実施通知書が届いた人で前述の①～④に該当する人は、
市健康保険課市民健康係まで連絡ください。

期　日 会　場 時　間

9 月 7 日（月）

堀浦多目的集会施設 9:30 ～ 10:00
上大河平鍋倉公民館 10:20 ～ 10:40
旧大河平小学校 11:00 ～ 11:30
下大河平公民館 13:20 ～ 15:00

9 月 8 日（火）
東原田公民館 9:30 ～ 10:40
飯野中寄宿舎長善寮跡地 11:00 ～ 11:30
杉水流公民館 13:20 ～ 15:00

9 月 11 日（金）

飯野地区コミュニティセンター 9:00 ～ 10:50
田ノ上運動場 11:10 ～ 11:30
今西公民館 13:20 ～ 13:50
池島公民館 14:10 ～ 14:50
上江地区体育館 15:10 ～ 15:30

9 月 16 日（水）

前田公民館 9:30 ～ 10:30
坂元公民館 10:50 ～ 11:30
苧畑コミュニティセンター 13:20 ～ 14:00
高野畜産管理センター 14:30 ～ 14:50

9 月 17 日（木）
飯野駅前地区体育館 9:00 ～ 11:30
南原田妙見活性化センター 13:20 ～ 13:50
南原田大迫・宮原畩雄様宅 14:10 ～ 14:40

9 月 18 日（金）

山内公民館 9:30 ～ 10:30
えびの福祉作業所 10:30 ～ 11:30
上上江公民館 13:20 ～ 14:10
中上江公民館 14:30 ～ 15:00

9 月 25 日（金）

白鳥地区公民館 9:30 ～ 10:30
末永公民館 10:50 ～ 11:30
田代公民館 13:20 ～ 14:00
出水公民館 14:30 ～ 15:00

9 月 30 日（水）
飯野地区コミュニティセンター 9:30 ～ 10:30
南原田公民館 11:00 ～ 11:30
飯野駅前地区体育館 13:20 ～ 14:40

問市健康保険課 市民健康係
☎35-1111（内線275）

「豊かな森林づくり活動」
ボランティア参加者を募集します

　市と特定非営利活動法人NPOえびのでは、下草刈と植
樹（ヤマザクラ）などの環境活動のボランティアを募集
しています。
　これは、広く市民などへ森林環境に関心を持ってもら
い、次世代に健全な森を継承するために行っているもの
です。

【募集人員】80人（先着順）
【開催日時】9月19日（土）午前9時30分～午後1時
［受付］午前9時20分～午前9時30分
【活動場所】えびの市大字東川北（加久藤ループ橋近く）
【集合場所】市役所駐車場 

※現地までは、マイクロバスで移動
【申込方法】市農林整備課林務係に電話で申し込みくだ

さい。
【申込期間】 9月11日（金）まで

※当日は、作業のできる服装・軍手・雨具・おにぎり等を
準備してください。
※草刈かま・山鍬・昼食（おかず）は主催者で準備します。
※1日保険に加入します。 
申・問市農林整備課 林務係
☎35-1111（内線229）
NPOえびの 担当：新原
☎33-2177（夜間）

看護師を募集します

　えびの市立病院では、看護師（臨時職員）を募集してい
ます。

【応募資格】看護師もしくは准看護師の資格を有する、45
歳未満の夜間勤務が可能な人。
※応募方法など、詳しくは、えびの市立病院まで問い合わ
せください。
問えびの市立病院
☎33-1023
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え び の市 で も 地 方 創 生に向 けての取り組みが 始まっ
て いま す。市 民 の 皆 さん に、広 報 紙 を つうじ て、お

知らせしていきたいと思います。（ 平 松 ）

温 泉ソムリエ の 取 材 に 行 って い きました 。今 ま で、温
泉 の 成 分 につ いて考 え たことが ありませんでした

が、そ れを 知 ることで、温 泉 の 魅 力 を 改めて感じました 。
温 泉 好きとしては、とても有意 義な時 間でした 。（ 東 ）

人　口 19,738人（ -27人）

男性／ 9,235人（ -15人）　女性／ 10,503人（ -12人）

転入／ 52人　転出／ 65人
出生／ 10人　死亡／ 24人

世帯数 8,884世帯（ -5世帯）
（平成27年8月1日現在）

E
d
ito

r's

◎ 今月の 表 紙
　 7 月2 8 日、西 川 北 の菅原神 社で、「 牛

越 祭 」が 行 わ れ まし た 。祭 に は、約2 0
頭 の 牛が 参 加しました 。

すてきなポエムをつくりませんか
ポエム講座受講生募集

　市社会教育課では、ポエム(詩）の講座を開催します。講
座では、ポエムの書き方などを学ぶことができます。ポエ
ムに興味・関心のある人など、ぜひ、参加ください。

【期日】9月17日（木）、10月1(木）、10月15日（木） ※全３回
【時間】午後1時30分～午後3時30分
【場所】市文化センター（団体室）
【募集人数】30人程度 ※原則３回参加できる人
【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話で申し込みく

ださい。
【申込締切】9月7日（月）

問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

ネコはルールを守って飼いましょう

　最近、ネコに関する苦情
が多く寄せられています。ネ
コに癒されている人がいる
一方で、フン・尿で庭や花壇
が荒らされる、鳴き声がう
るさくて困っているという
人もいます。飼い主は、ただ
かわいがるだけでなく、ネ
コの本能や習性をよく理解
し、まわりの人に迷惑をかけないようにマナーを守りま
しょう。
■ネコは室内で飼うことが基本
　環境省の「家庭動物等の飼養および保管に関する基準」
では、ネコの室内飼いを指導しています。ネコが嫌いな

人や、嫌いでなくてもアレルギーなどで近寄れない、触
れることができない人もいます。室内で飼うことが責任
ある飼い主への第一歩です。
■飼いネコには飼主の連絡先を
　ネコは、所有者がわかりにくいので、飼主の連絡先を
明記した首輪や名札などをつけましょう。
■ネコの繁殖について
　ネコは1回の出産で4 ～ 8匹の子猫を産みます。栄養が
足りていると年に2 ～ 4回の出産が可能です。餌をやる
だけでなく、不妊去勢し、繁殖をコントロールすること
で動物たちの快適な生活環境を守りましょう。
問市民環境課 生活環境係　
☎35-1111（内線285・286）

飼料用稲等の徹底管理を

　経営所得安定対策事業に伴うWCS用稲・飼料用米等の
作付けは、近年の飼料高騰に左右されない安定した畜産
経営を実現するため、飼料自給率の向上を目的に国の戦
略作物として位置づけられています。
　優良な家畜飼料の生産ができるよう、栽培管理の徹底
をお願いします。
　WCS用稲や飼料用米等の生産については、普通のお米

（主食用米）と同等の管理が必要です。次のことに注意く
ださい。

・近隣ほ場の被害を防ぐためにも、雑草の除去や病害虫
防除の徹底をお願いします。また、農薬の飛散防止もお
願いします。

・WCS用稲は、実を収穫すると交付金は支払われません。
また、収穫適期（乳熟期～黄熟期）に収穫しない場合も
交付金は支払われません。
　現地確認調査を9月の上旬に行います。生育不良や雑

草の繁茂したほ場については、経過観察とします。最終
判断については、九州農政局宮崎地域センター立会いで
行うことになります。状態の悪いほ場は、交付金が支払
われません。

・飼料米（実を家畜のエサとする米）は、契約した用途以
外(主食用など）に使用すると交付金は支払われません。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1111（内線223）

「加久藤カルデラの恵み探求バス
ツアー」参加者募集

　市では、えびのガイドクラブと共催で、10月27日（火）
～ 29日（木）に霧島ジオパーク内で開催される「日本ジ
オパーク全国大会霧島大会」を記念したバスツアーを実
施します。
　美しい景観の「日本三大車窓」や美味しい「米」は加久
藤カルデラの恵みです。バスツアーでは、これらの恵み
をジオパークの視点から取り上げます。肥薩線（矢岳駅
～真幸駅）の乗車やジオスポット巡りをとおして、加久
藤カルデラの成り立ちやその恩恵を稲作に生かしてきた
先人たちの知恵や歴史などに触れ、えびので美味しい米
ができる理由をひもときます。
　体験と発見を得られるツアーです。ぜび、参加くださ
い。

【開催日】9月19日（土）午前9時30分～午後3時30分
［受付］午前9時～　※雨天決行
【集合場所】道の駅えびの
【参加料】2,000円（乗車代、昼食代、資料代、保険代など）
【定員】40人
【行程】道の駅えびの～矢岳高原～矢岳駅～真幸駅～道

の駅えびの（昼食）～太鼓橋・めがね橋～陣の池～末永
の田の神さあ・溝園層～道の駅えびの

【申込方法】市企画課政策係に電話で申し込みください。
【申込締切】9月15日（火）
【準備するもの】動きやすい服装・履きなれた靴、雨具な

ど
申・問市企画課 政策係
☎35-1111（内線325）

12月から「ストレスチェックの実施」
が事業者の義務になります

　平成27年12月から、ストレスチェックの実施等が事業者
の義務になります。
　心の問題が労働者、その家族、事業場および社会に与え
る影響は大きなものがあります。近年、仕事や職業生活に
関する強い不安、悩み、ストレスを感じている労働者が増
えています。
　ストレスチェックおよび当該検査結果に基づく医師によ
る面接指導などは、メンタルヘルス不調の未然防止だけで
なく、従業員のストレス状況の改善および働きやすい職場
の実現をつうじて、生産性の向上にもつながります。
　制度の趣旨を正しく理解し、事業者、労働者等の関係者
がお互いに協力・連携しながら、制度の導入・活用等の準備
を進めるようお願いします。
　詳しくは、宮崎労働局ホームページ（ http://miyazaki-
roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ ）をご覧ください。
問宮崎労働局労働基準部健康安全課
☎0985-38-8835
宮崎労働基準監督署
☎0985-29-6000
都城労働基準監督署
☎0986-23-0192

今月の納税

個人市県民税 第2期　介護保険料 第3期
国民健康保険税 第2期
後期高齢者医療保険料 第2期
8月31日（月）までに納めましょう。
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写真：ヒヨドリバナとアサギマダラ（撮影：平成19年8月11日）

夏から秋にかけて、薄い水色で水玉模様のやや大きな
チョウ、アサギマダラを見かけます。

アサギマダラ
Parantica sita

タテハチョウ科マダラチョウ亜科
アサギマダラ属
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